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平
成
18
年
度
当
初
予
算
は
、
町
長
選

挙
を
控
え
、
新
規
事
業
の
経
費
を
避
け

て
、人
件
費
等
の
義
務
的
経
費
に
（
仮
称
）

筑
豊
イ
ン
タ
ー
関
連
予
算
な
ど
の
継
続

的
な
公
共
事
業
や
福
祉
事
業
に
か
か
る

経
費
を
加
え
た
骨
格
予
算
で
編
成
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出

予
算
総
額
は
、
６
２
億
４
５
７
０
万
円

で
す
。

骨
格
予
算
と
は

　

町
長
選
挙
な
ど
の
た
め

政
策
的
経
費
の
予
算
計
上

を
避
け
、
人
件
費
な
ど
義

務
的
経
費
等
必
要
最
小
限

度
の
経
費
を
計
上
す
る
予

算
編
成
が
行
わ
れ
ま
す
。

（仮称）筑豊インター建設予定地  （中山本村地区）

会　 計 　名 平成１８年度 平成１７年度 対前年比 議決結果

一般会計 ６２億４５７０万円 ６９億２６９９万円 90.2％ 賛成１３・反対２で可決

特 

別 

会 

計

国民健康保険事業 １８億６４２９万円 １６億８９１２万円 110.4％ 賛成１３・反対２で可決

老人保健 ２５億 ５７９万円 ２５億７４７９万円 97.3％ 全員賛成で可決

かんがい揚排水施設維持管理運営費 ５１１７万円 ３７８５万円 135.2％ 全員賛成で可決

住宅新築資金等 ３２２万円 ５５９万円 57.6％ 賛成１３・反対２で可決

流域関連公共下水道事業 ８億１０３４万円 ６億９０６５万円 117.3％ 全員賛成で可決

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費 ８７１万円 ８８０万円 99.0％ 全員賛成で可決

水道事業会計
収益的収入 ３億６３８５万円 ４億１６８１万円 87.3％ 全員賛成で可決

収益的支出 ３億６３１１万円 ４億１３８７万円 87.7％ 全員賛成で可決

病院事業会計
収益的収入 ２７億１６３４万円 ２７億２２７７万円 99.8％ 全員賛成で可決

収益的支出 ２７億 ４３２万円 ２７億１８６８万円 99.5％ 全員賛成で可決

介護老人保健施設事業会計
収益的収入 ２億６６６４万円 ２億６５２２万円 100.5％ 全員賛成で可決

収益的支出 ２億６５３３万円 ２億６３８６万円 100.6％ 全員賛成で可決

平成１８年度

骨格予算を可決
一般会計　６２億４５７０万円

平成１８年度

骨格予算を可決
平成１８年度

骨格予算を可決
３月定例会

　３月定例会は、３月１日から２０日までの２０日

間の会期で開かれました。

　町長より提案された平成１８年度予算など４１の

議案を審議し、いずれも原案どおり可決しました。

　会計別予算
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歳入合計
６２億４５７０万円
（１００％）

歳出合計
６２億４５７０万円
（１００％）

歳　入（財源）

歳　出（使いみち）

　

三
位
一
体
の
改
革
で
、
自

治
体
と
住
民
に
多
く
の
負

担
が
押
し
つ
け
ら
れ
て
い
る

中
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
町
長
選
の
年
で
あ

る
の
で
骨
格
予
算
と
な
っ
て

い
る
が
、
県
が
今
年
度
で
終

わ
り
に
す
る
と
言
っ
て
い
る

同
和
関
係
予
算
に
は
全
く
手

を
付
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
値
上
げ
、

高
す
ぎ
る
ゴ
ミ
袋
料
金
、
消

費
税
の
大
増
税
も
叫
ば
れ
て

い
る
の
で
、
今
こ
そ
町
民
の

暮
ら
し
と
営
業
を
応
援
す
る

予
算
を
組
む
べ
き
だ
と
考
え

ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

反 対 討 論

地方譲与税　２億２４１６万円
（３．６％）

地方消費税交付金　１億５０００万円
（２．４％）

分担金及び負担金　８２６３万円
　　　　（１．３％）

使用料及び手数料　１億７６００万円
　　　　（２．８％）

国庫支出金　３億０８５６万円
　　　　（５．０％）

県支出金　２億６６３０万円
　　　　（４．３％）

繰入金　４億５５３６万円
　　　　（７.３％）

その他　３億３８４５万円
　　　　（５．４％）

町税　１５億２４３４万円
（２４.４％）

地方交付税　２２億５０００万円
（３６．０％）

町の借入金
４億６９９０万円
（７．５％）

その他　１０３８万円
（０.１％）

失業対策事業費
３億２７９３万円（５.２％）

人件費　１４億１２３９万円
（２２.６％）

扶助費　４億８５５３万円
（７.８％）

借金の返済　９億１６２４万円
（１４.７％）

物件費　８億５７９８万円
（１３.７％）

維持補修費　３５９７万円
（０.６％）

投資・出資・貸付金
１７２０万円（０.３％）

補助金・負担金等
１１億６２４７万円
（１８.６％）

繰出金　５億３４９２万円
　　　　（８.６％）

普通建設事業費
４億８４６９万円
（７.８％）
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歳  出   予算額

６２億　４５７０万円

　　　  （１００％）

一般会計予算　の使いみち

○ 議員報酬 ５３４４万円

○ 政務調査費 ４０８万円

○ 会議録速記料 ３８０万円

議会費

○ 電子計算機管理費用 ６０２７万円

○ 戸籍総合システム機器等使用料 １６５９万円

○ 町長・議会議員補欠選挙費用 ７３３万円

○ 鞍手駅関連施設管理委託料 ６４６万円

○ 総合計画作成業務委託料 ５４４万円

○ 交通安全対策費用 ４８８万円

○ 介護保険広域連合負担金 ２億３４３７万円

○ 障害者支援費 １億８３２８万円

○ 保育所運営に伴う経費 １億１４６６万円

○ 児童手当 ７９３８万円

○ 老人保護措置委託料 ５４９４万円

○ 総合福祉センター施設費用 ５１０１万円

○ 隣保館運営費 １９３７万円

○ くらじクリーンセンター負担金など ２億２４３５万円

○ 保健衛生総務費 １億６８７４万円

○ し尿処理費用 ９０８７万円

○ 環境衛生費用 ４１９３万円

○ 合併処理浄化槽整備事業費 １００２万円

○ 特定地域開発就労事業 ３億２６３５万円

○ 特開事業引退者特例援助金 １８２０万円

労働費

衛生費

民生費

総務費

総務費
７億８,４４９万円
（１２.６％）

民生費
１７億４,７９５万円
（２８.０％）

衛生費
６億９,３９１万円
（１１.１％）

借金の返済
９億１,６２４万円
（１４.７％）

労働費　３億５,８３６万円（５.７％）

議会費　１億１,４２３万円（１.８％）

予備費　１,０００万円（０.１％）
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歳  出   予算額

６２億　４５７０万円

　　　  （１００％）

一般会計予算　の使いみち

○ 転作の団地化に伴う費用 ２４８２万円

○ 土地利用型農業育成事業補助金 １７４５万円

○ 農業育成費交付金 １１００万円

農林水産業費

○ 赤字路線バス（西川線、中山・中間線）

　　運行のための経費 １３０５万円

○ ひびき信用金庫預託金 ５００万円

○ 商工会補助金 ４３５万円

○ 産業まつり経費 ２００万円

○ ＪＲバス廃止に伴う代替バスの経費 ８５万円

商工費

○（仮称）筑豊インターアクセス道路負担金 ２億円

○ 下水道会計への繰出金 １億８０１４万円

○ 道路橋梁費 ３０４５万円

○ 町営住宅の管理費用 ２４９６万円

○ 急傾斜地崩壊対策事業費 ２４６７万円

○ 境川整備工事負担金 １５００万円

○ 用排水路費 １３３５万円

○ 治水堤防費 ８８１万円

○ 中間市外２ヶ町山田川水利組合負担金 ７００万円

○ 公園整備のための経費 ３４２万円

土木費

○ 総合福祉センター建設等に借り入れた

　　借金の返済 ９億１６２４万円

借金の返済

○ 小・中学校のコンピューター機器等使用料

　　及び保守点検料 ２０４５万円

○ アスベスト除去工事費 １４４万円

○ 外国青年招致事業 ５７０万円

○ 大谷自然公園の開園に伴う経費 ８３３万円

○ 歴史民族資料館の維持・管理費用 ４５１万円

○ 文化財保護に伴う経費 １５５万円

○ 直鞍広域消防事務組合負担金 ２億７８３３万円

○ 防火水槽新設工事費 ９００万円

○ 非常備消防年報酬 ７３９万円

○ 防犯灯設備工事費 １００万円

消防費

教育費

土木費
７億３１２万円
（１１.３％）

消防費
３億１,８６６万円
（５.１％）

教育費
４億１,５７０万円
（６.７％）

借金の返済
９億１,６２４万円
（１４.７％）

商工費　３,０８１万円（０.５％）

農林水産業　１億５,１７２万円（２.４％）

その他
９千円
（０.０％）
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本
補
正
予
算
は
、
古
月
小
学
校
及
び
鞍
手
北
中
学
校

の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事
に
伴
う
補
助
金
、
保
育
所
の

保
育
料
及
び
特
定
地
域
開
発
就
労
事
業
や
た
め
池
等
整

備
事
業
の
補
助
金
な
ど
、
現
時
点
に
お
い
て
決
定
し
た

負
担
金
及
び
国
、
県
の
補
助
金
、
町
債
並
び
に
歳
出
執

行
残
の
減
額
等
の
補
正
要
因
に
つ
い
て
調
整
し
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
３
７
７
万
円
を
減
額
し
、
予
算

総
額
を
７
２
億
８
６
万
円
に
し
ま
し
た
。

アスベストが問題となっている古月小学校の音楽室

補正の主なもの

《歳入》

　雑入減額 ▲６,６３１万円

　財政調整基金繰入金減額 ▲４,４４６万円

　国庫支出金追加 ２,４６４万円

　町債減額 ▲２,３５０万円

　県支出金減額 ▲１,４１４万円

《歳出》

　インターチェンジアクセス道路負担金減額 ▲１３,３５０万円

　職員退職手当追加 ８,９４１万円

　小・中学校費の工事費追加 ３,１５１万円

　介護保険広域連合負担金減額 ▲１,５９０万円

　ため池等整備事業費減額 ▲１,２４７万円

そ
の
他
の
予
算

　
　

す
べ
て
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
ま
し
た
。

○　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

○　

老
人
保
健
特
別
会
計

○　

住
宅
新
築
資
金
等
特
別
会
計

○　

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業
会
計

○　

か
ん
が
い
揚
排
水
施
設
維
持
管
理
運
営

　
　

費
特
別
会
計

一　

般　

会　

計
（
全
員
賛
成
で
可
決
）

一 般 会 計
１億１,３７７万円を減額

平成１７年度　補正予算
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大
谷
自
然
公
園
は
、
自
然

環
境
の
中
で
の
野
外
活
動
、

環
境
学
習
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
健
康
な
心
と
体
を

育
む
青
少
年
の
育
成
の
場
と

し
て
、
ま
た
、
地
域
住
民
の

健
康
増
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
平
成
15

年
度
か
ら
整
備
を
は
じ
め
、

本
年
３
月
末
完
成
し
ま
し

た
。

　

４
月
２
日
に
開
園
式
が
行

わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
都
市
公

園
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
を
定
め
た
も

の
で
す
。

　

自
然
環
境
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　

大
谷
自
然
公
園
が
完
成

 ―

都
市
公
園
条
例―

　

平
成
15
年
６
月
の
地

方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、「
公
の
施
設
の
管
理
」

を
民
間
業
者
も
行
え
る

「
指
定
管
理
者
制
度
」
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、

昨
年
12
月
に
策
定
し
た

第
４
次
行
財
政
改
革
集

中
プ
ラ
ン
で
、
当
町
が

設
置
す
る
公
の
施
設
に

も
、
こ
の
制
度
を
導
入

し
、
効
率
的
な
運
営
を

図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

完成した大谷自然公園

※　

町
立
学
校
施
設
使
用
に

関
す
る
議
案
に
つ
い
て
は
、

議
会
最
終
日
に
、
執
行
部
よ

り
再
度
の
検
討
が
必
要
と
い

う
理
由
で
取
り
下
げ
ら
れ
ま

し
た
。

条
例
の
制
定
及
び
改
正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

「
公
の
施
設
の
管
理
」
を

　
　
　
　
　
　

民
間
業
者
に
も

 ―

指
定
管
理
者
制
度―

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

体育施設も民間業者の管理に

施　設　名 民間業者の移行時期

中央公民館（歴史民俗資料館を除く）

平成１８年９月予定

中央公民館　長谷別館

体育施設

総合福祉センター

し尿処理施設

町営葬斎場

鞍手駅関連施設

大谷自然公園 １年間利用状況を見て検討

　

職
員
の
給
料
表
を
平
均

４
．
８
％
引
き
下
げ
、
地
域

手
当
を
導
入
し
ま
す
。

　

地
域
手
当
導
入
に
よ
り
、

調
整
手
当
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
退
職
時
の

給
与
月
額
に
退
職
理
由
と
勤

続
年
数
に
応
じ
て
定
め
ら
れ

た
支
給
率
を
乗
じ
て
得
た
額

と
し
て
い
た
が
、
今
後
は
在

職
期
間
中
の
貢
献
度
を
加
味

し
た
調
整
額
を
加
え
た
額
と

な
り
ま
す
。

　

産
業
課
長
が
農
業
委
員
会

事
務
局
長
を
兼
務
し
、「
総

務
課
」
と
「
人
権
推
進
課
」

を
統
合
し
た
た
め
、
職
員
定

数
が
４
２
７
人
か
ら
４
２
５

人
に
な
り
ま
す
。

職
員
の
給
料
表
を
平
均

４
．８
％
引
き
下
げ

（
賛
成
13
、
反
対
２
で
可
決
）

職
員
の
退
職
手
当
の
支

給
内
容
が
変
わ
り
ま
す

（
賛
成
13
、
反
対
２
で
可
決
）

職
員
定
数
２
名
減

（
全
員
賛
成
で
可
決
）
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反 

対 

討 

論

　

医
療
費
の
伸
び
と
国
庫

負
担
の
削
減
な
ど
で
、
町

の
国
保
財
政
も
赤
字
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
制
度
を

維
持
す
る
た
め
と
は
い
え
、

短
期
保
険
証
や
資
格
証
明

書
を
発
行
し
て
医
療
を
受

け
る
権
利
に
制
限
を
掛
け

続
け
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

国
保
税
を
値
上
げ
し
よ
う

と
す
る
議
案
に
は
反
対
し

ま
す
。

（
宇
田
川　

亮
）

　

公
職
選
挙
法
が
平
成
15
年

12
月
に
改
正
さ
れ
、
期
日
前

投
票
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
町
長
選
挙
に
お

い
て
も
規
定
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
改
正
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基

づ
き
「
町
障
害
福
祉
計
画
」

を
策
定
す
る
た
め
に
、
各
専

門
分
野
か
ら
の
意
見
聴
取
や

調
査
・
検
討
を
行
う
た
め
に

設
置
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
公

布
に
伴
い
、
身
体
障
害
者
福

祉
法
で
規
定
す
る
身
体
障
害

者
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず

　

平
成
16
年
３
月
、
法
律
で

武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
保
護
の
た
め
の
措
置
と

し
て
、
協
議
会
並
び
に
国
民

保
護
対
策
本
部
及
び
緊
急
対

処
事
態
対
策
本
部
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
そ

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

必
要
な
事
項
を
定
め
ま
す
。

町
長
選
挙
の
記
号
式
投

票
に
関
す
る
条
例
の
改

正

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

障
害
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
を
設
置

　
　
　

―

町
附
属
機
関―

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

印
鑑
登
録
、

証
明
書
発

行
の
際
、

必
要
な
範
囲

の
質
問
を（

全
員
賛
成
で
可
決
）

身
体
障
害
者
施
設
等
が

障
害
者
支
援
施
設
に

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　

武
力
攻
撃
な
ど
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

国
民
の
保
護

 ―

国
民
保
護
協
議
会―

　
　
　
　
　
　

―
国
民
保
護
対
策
本
部
及
び　
　
　
　

緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部―

（
全
員
賛
成
１３
・
反
対
２
で
可
決
）

武力攻撃事態とは

１. 着上陸侵略

２. ゲリラや特殊部隊による攻撃

３. 弾道ミサイル攻撃

４. 航空攻撃など

　

国
保
税
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

（
賛
成
１３
、
反
対
２
で
可
決
）

　

当
町
の
国
民
健
康
保
険
財

政
は
、
こ
こ
数
年
赤
字
が
続

い
て
い
る
の
で
、
今
回
健
全

運
営
を
行
う
た
め
、
医
療
給

付
費
分
基
礎
課
税
額
、
介
護

納
付
金
分
基
礎
課
税
額
、
介

護
納
付
金
課
税
額
の
引
き
上

げ
を
行
い
ま
す
。

区　分 現　行 改定案 改定後 引き上げ率

所得割 １０.２０％ １０.７０％ ０.５０％

３.００％平均割 ２２,０００円 ２２,０００円 ０円

平等割 ２７,０００円 ２８,０００円 １,０００円

１. 医療分基礎課税額

区　分 現　行 改定案 改定後 引き上げ率

所得割 １.５３％ １.９０％ ０.３７％

１２.３１％平均割 ６,８００円 ６,９００円 １００円

平等割 ４,１００円 ４,７００円 ６００円

２. 医介護分基礎課税額

る
施
設
が
障
害
者
自
立
支
援

法
で
規
定
す
る
障
害
者
支
援

施
設
と
改
め
ら
れ
ま
す
。

　

印
鑑
登
録
、
証
明
書
は
、

社
会
に
お
い
て
極
め
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て

正
確
性
・
確
実
性
を
き
す
た

め
に
実
施
し
ま
す
。

住 民 課 窓 口

反 

対 

討 

論

　

町
民
に
は
国
民
保
護
法

と
耳
ざ
わ
り
の
良
い
言
葉

で
ご
ま
か
し
、
武
力
攻
撃

事
態
等
に
お
い
て
、
町
民

を
保
護
す
る
ど
こ
ろ
か
、

逆
に
戦
争
と
い
う
言
葉
を

使
わ
ず
戦
争
の
危
機
に
総

動
員
し
町
民
を
縛
る
も
の

で
す
。
時
間
を
掛
け
て
町

民
の
皆
さ
ん
に
も
知
ら
せ
、

本
来
の
地
方
自
治
体
の
役

割
で
あ
る
真
に
町
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
立
場
に

立
つ
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の

条
例
を
撤
回
す
べ
き
で
あ

り
、
国
の
押
し
つ
け
の
条

例
案
に
怒
り
を
込
め
て
反

対
し
ま
す
。(

松
本　

典
子)
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本
年
４
月
１
日
か
ら
総
務

課
と
人
権
推
進
課
を
統
合
し

て
、「
総
務
人
権
課
」
を
設

置
す
る
と
の
提
案
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

総
務
委
員
会
審
査

本　

会　

議

　

総
務
委
員
会
で
は
、
総
務

課
が
人
権
推
進
に
つ
い
て
取

り
扱
い
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と
に
は
問
題
は
な
い
が
、

名
称
を
「
総
務
人
権
課
」
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
見
て
も
ま
れ
な
名
称

で
あ
り
、
総
務
課
で
取
り
扱

う
だ
け
で
も
十
分
に
人
権
推

進
に
対
し
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
姿
勢
を
示
す
こ

と
が
出
来
る
と
い
う
理
由
か

ら
、
名
称
は
「
総
務
課
」
の

ま
ま
と
す
る
修
正
案
が
提

出
さ
れ
、
委
員
会
は
修
正
案

を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し

た
。

　

総
務
委
員
会
の
修
正
案
に

つ
い
て
採
決
の
結
果
、
賛
成

６
・
反
対
８
で
、
修
正
案
は

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
執
行
部
提
案
の

議
案
に
つ
い
て
採
決
を
行
い

ま
し
た
。

　

結
果
、
賛
成
10
・
反
対
４

で
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
、「
総
務
人
権
課
」
と
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

反 

対 

討 

論

　

行
財
政
改
革
推
進
委
員
会

が
、
６
ヶ
月
間
の
慎
重
審
議
を
し

て
出
し
た
答
申
の
中
で
、
組
織
機

構
の
改
革
で
総
務
課
と
人
権
推
進

課
の
統
合
で
総
務
人
権
課
と
す
る

こ
と
に
賛
成
で
す
。
一
口
に
人
権

と
言
っ
て
も
様
々
で
、
本
町
に
於

い
て
も
人
権
的
侵
害
は
少
な
く
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
潮
流

の
中
で
人
権
の
名
称
を
外
す
と
い

う
こ
と
は
拙
速
な
意
見
で
あ
り
、

そ
の
取
り
組
の
後
退
に
つ
な
が
る

と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
原

案
に
賛
成
し
、
総
務
委
員
会
の
修

正
案
に
反
対
し
ま
す
。

（
福
本　

博
文
）

賛 

成 

討 

論

　

人
権
推
進
の
事
務
を
社
会
教

育
課
や
福
祉
課
や
住
民
課
で
は
な

く
、
全
て
の
町
の
業
務
を
見
渡
す

こ
と
が
出
来
る
総
務
課
の
中
に
加

え
た
と
い
う
こ
と
に
大
変
重
大
な

意
味
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

は
む
し
ろ
他
に
誇
る
べ
き
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
改

革
に
示
さ
れ
た
内
容
は
、
課
室
を

統
合
し
て
、
経
費
の
節
減
を
図
る

こ
と
が
主
た
る
狙
い
で
あ
っ
て
、

課
室
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
大
き

な
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

よ
っ
て
修
正
案
に
賛
成
い
た
し
ま

す
。　
　
　

（
香
原　

暹
）

賛 

成 

討 

論

　

福
岡
県
下
調
査
し
た
69
市
町
村

に
つ
い
て
は
、
こ
の
名
称
は
使
わ

れ
て
お
ら
ず
、
全
国
的
に
見
て
も

非
常
に
希
な
名
称
で
す
。
行
財
政

改
革
推
進
委
員
会
で
の
課
室
の
統

合
に
つ
い
て
は
、
課
や
室
を
削
減

し
経
費
の
縮
減
を
主
た
る
目
的
と

し
て
お
り
、
名
称
に
つ
い
て
は
こ

だ
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
あ
え
て
総

務
部
門
の
総
務
課
で
取
り
扱
う
だ

け
で
も
十
分
に
人
権
推
進
に
対
し

て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

姿
勢
を
示
す
こ
と
が
出
来
る
と
思

い
ま
す
。
よ
っ
て
修
正
案
に
賛
成

し
ま
す
。　
　

（
岡
﨑　

邦
博
）

　

総
務
課
と
人
権
推
進
課
を
統
合

 
名
称
を
「
総
務
人
権
課
」
に案内板も「総務課」から「総務人権課」に

修正案に対する討論

原　案 修正案

名　称
「総務課」を

「総務人権課」に
「総務課」のまま

課の統合
「総務課」と

「人権推進課」を統合
同　左
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議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

を
全
会
一
致
で
可
決
し
、
関

係
機
関
宛
送
付
し
ま
し
た
。

○
在
日
米
軍
の
再
編
強
化
に

反
対
す
る
意
見
書

（
要
旨
）

　

昨
年
10
月
末
に
日
米
両
政

府
が
合
意
し
た
米
軍
再
編
の

中
間
報
告
は
、
在
日
米
軍
基

地
の
機
能
強
化
の
方
向
を
鮮

明
に
し
て
い
る
。
海
兵
隊
の

為
の
沖
縄
の
新
基
地
建
設
、

横
須
賀
へ
の
原
子
力
空
母
の

配
備
、
山
口
県
岩
国
基
地
へ

の
空
母
艦
載
機
移
転
な
ど
、

海
外
へ
の
出
撃
機
能
を
強
化

す
る
基
地
増
強
計
画
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
キ
ャ
ン

プ
座
間
へ
の
米
陸
軍
第
１
師

団
司
令
部
の
移
転
・
陸
上

自
衛
隊
中
央
即
応
集
団
司
令

部
の
新
設
や
東
京
横
田
基
地

の
空
軍
司
令
部
に
航
空
自
衛

隊
戦
闘
部
隊
の
司
令
部
を
併

設
す
る
方
向
を
打
ち
出
す
な

ど
、
在
日
米
軍
と
自
衛
隊
の

司
令
部
機
能
を
統
合
す
る
方

向
も
打
ち
出
さ
れ
た
。
こ
う

し
た
在
日
米
軍
の
機
能
強
化

の
一
環
と
し
て
、
本
県
の
築

城
基
地
を
緊
急
時
に
米
軍
が

使
用
す
る
こ
と
と
、
沖
縄
嘉

手
納
基
地
所
属
の
Ｆ
15
戦
闘

機
の
訓
練
を
実
施
す
る
方
向

が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
回
の
中

間
報
告
は
、
沖
縄
の
基
地
負

担
の
軽
減
に
は
程
遠
い
ば
か

り
か
在
日
米
軍
の
一
層
の
機

能
強
化
を
日
本
全
土
に
広
げ

る
も
の
で
、
基
地
周
辺
の
住

民
は
こ
ぞ
っ
て
反
対
し
て
い

る
。

　

よ
っ
て
当
議
会
は
、
築
城

基
地
周
辺
住
民
に
危
険
と
隣

り
合
わ
せ
の
生
活
を
余
儀
な

く
さ
せ
、
郷
土
の
平
和
と
安

全
を
脅
か
す
在
日
米
軍
の
再

編
強
化
に
反
対
す
る
。

提
出
者　
　
　

宇
田
川　

亮

送
付
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣

　

小
泉
純
一
郎

　
　

外
務
大
臣　

麻
生　

太
郎

　
　

防
衛
庁
長
官　
　

額
賀
福
志
郎

ほ
か

　

城
ヶ
崎
団
地
13
号
線
を
住
宅
内
道
路
と
し
て
、

町
に
帰
属
を
受
け
た
こ
と
に
伴
い
、
町
道
に
認
定

し
ま
す
。

　

鞍
手
町
大
字
中
山
地
内

　
　
　

路
線
番
号　

５
３
４
号

そ　の　他

　

許
斐
善
憲
氏
、
栗
田
正
次
氏
の
任
期
が
３
月
15
日
で
満

了
す
る
こ
と
か
ら
、
許
斐
善
憲
氏
の
再
任
、
栗
田
正
次
氏

の
後
任
と
し
て
添
田
東
輝
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
、
議
会
は
同
意
し
ま
し
た
。

町道路線の認定

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

介
護
保
険
広
域
連
合
の

事
務
と
規
約
の
変
更

　　

介
護
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
域
支
援
事
業

等
に
関
す
る
事
務
が
増
し
、
そ
れ
に
伴
う
経
費
も

関
係
市
町
村
の
負
担
割
合
に
よ
る
た
め
、
規
約
の

変
更
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

意 

見 

書

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
を
同
意

添
そえ

　田
だ

　東
はる

　輝
き

　氏（６８歳）

　現住所　古門１４３８番地

　任　期　平成１８年３月１６日から

　　　　　平成２１年３月１５日まで

許
この

　斐
み

　善
よし

　憲
のり

　氏（６８歳）

　現住所　中山１２０８番地２

　任　期　平成１８年３月１６日から

　　　　　平成２１年３月１５日まで

　　　　　２期目
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Ｑ　

公
共
施
設
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
に
よ
っ

て
、
こ
れ
か
ら
は
民
間
あ
る

い
は
企
業
の
人
が
管
理
し
て

い
く
こ
と
に
り
、
利
潤
の
追

求
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
き
は
し
な
い

か
。

 

Ａ　

今
年
の
９
月
か
ら
公
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
直
営
か
、

指
定
管
理
者
制
度
で
実
施
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
昨

年
12
月
に
策
定
し
ま
し
た
行

財
政
改
革
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、
基
本
的
に
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
さ
せ
な
い
た
め
の
条

例
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度

 

Ｑ　

教
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
体
育
館
、
運
動
場
、
鞍

手
分
校
の
多
目
的
施
設
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
指
定
管
理
者

に
委
ね
る
と
い
う
こ
と
に
、

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
、
管

理
経
費
の
縮
減
と
い
う
の
は

ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る

の
か
。

 

Ａ　

学
校
の
体
育
館
、
運
動

場
の
貸
し
付
け
の
業
務
を
こ

れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
指
定
管
理
者
に
変
え
、
業

務
が
削
減
し
ま
す
。
経
費

的
な
削
減
は
な
い
と
思
い
ま

す
。

 

Ｑ　

経
費
的
な
削
減
が
な
く

て
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
は
あ
る

の
か
。

 

Ａ　

使
用
申
し
込
み
は
こ
れ

ま
で
学
校
の
勤
務
内
に
限
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
時
間
外

で
も
受
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

 

Ｑ　

学
校
の
用
務
員
の
身
分

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

 

Ａ　

用
務
員
は
警
備
保
障
会

社
に
変
え
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

公
民
館
と
同
じ
業
者
に
委

託
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

行
財
政
改
革
の
中
で
用

務
員
を
廃
止
す
る
よ
う
な
方

向
性
の
話
が
出
て
い
る
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
警

備
会
社
に
代
わ
れ
ば
済
む
と

い
う
よ
う
な
問
題
で
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
こ
の
方
た
ち

が
学
校
や
生
徒
た
ち
に
与
え

て
き
た
影
響
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
役
割
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

用
務
員
の
役
割
は
、
学

校
校
舎
の
鍵
の
管
理
、
給
食

関
係
の
牛
乳
を
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
で
上
げ
た
り
す
る
作
業

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
件
に
つ

い
て
は
学
校
現
場
と
話
し
合

い
を
し
て
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ　

用
務
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
的
に
や
っ
て
い
る
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
。
洗
い
出
し
て
認
識
を
深

め
て
頂
き
た
い
。

　

ま
た
、
用
務
員
を
廃
止
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
方
の

生
活
の
こ
と
と
か
、
い
ろ
ん

な
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
慮

し
て
欲
し
い
が
。

 

Ａ　

平
成
18
年
度
ま
で
用

務
員
委
託
制
度
を
結
び
ま
す

が
、
平
成
19
年
度
か
ら
は
な

い
よ
う
な
考
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

用
務
員
の
職
、
住
居
は
十

分
に
配
慮
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

Ｑ　

学
校
の
体
育
館
を
使
っ

た
時
に
終
わ
っ
て
鍵
を
閉
め

た
り
、
そ
の
他
の
管
理
を
し

た
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

昼
は
子
ど
も
達
が
使
い
ま

す
の
で
、
一
般
的
に
は
夜
に

使
っ
た
後
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

指
定
管
理
者
に
任
せ

て
、
一
応
人
材
派
遣
等
で
も

出
来
る
の
で
は
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

Ｑ　

公
募
に
よ
ら
な
い
指
定

管
理
者
の
候
補
者
の
選
定
等

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
施
設
を
い
う
の

か
。

 

Ａ　

し
尿
処
理
施
設
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
該
当

し
ま
す
。

 

Ｑ　

政
治
倫
理
条
例
の
中
で

規
定
を
し
た
の
と
同
じ
よ
う

に
、
町
長
や
議
員
が
こ
れ
に

関
与
出
来
な
い
よ
う
な
文
言

を
入
れ
て
頂
き
た
い
が
。

 

Ａ　

指
定
管
理
者
制
度
は
公

募
に
よ
り
入
札
し
ま
す
。

入
札
に
参
加
出
来
る
条
件
と

し
て
、
関
係
者
が
組
織
内
に

関
与
あ
る
方
が
組
織
の
中
に

い
れ
ば
、
参
加
で
き
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

財
務
規
定
に
も
規
定
が
あ
り

ま
す
。

鞍手町衛生センター（し尿処理施設）

学
校
教
育
施
設
使
用

に
関
す
る
条
例

質
疑
・
答
弁
か
ら
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Ｑ　

夜
間
を
中
心
に
地
域
の

方
々
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
小
学
校
、
中
学
校
に
申
込

み
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は
指
定
管
理
者
が
定

め
た
事
務
所
ま
で
出
向
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

住
民
に
対
し
て
サ
ー

ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
な

形
で
、
十
分
審
議
、
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

条
例
中
に
教
育
委
員

会
は
こ
れ
を
指
定
管
理
者
と

読
み
替
え
る
も
の
と
な
る
わ

け
で
す
が
、
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
業
務
の
一
部
を
委

託
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
書

い
て
い
ま
す
。
町
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
受
け
て
、
体

育
施
設
の
管
理
運
営
を
や
る

と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
業
務
の

一
部
を
何
処
か
に
委
託
し
て

も
良
い
と
い
う
形
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

Ａ　

基
本
的
に
全
部
委
託
で

な
け
れ
ば
一
部
委
託
は
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ　

一
部
委
託
の
場
合
、
指

定
管
理
者
が
勝
手
に
ど
こ
か

に
任
せ
て
も
い
い
の
か
。

 

Ａ　

指
定
管
理
者
制
度
の
許

可
を
出
す
時
点
で
、
業
務
内

容
も
含
め
て
業
者
の
選
定
を

し
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
十

分
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

 

Ｑ　

使
用
料
の
減
免
に
つ
い

て
、
町
長
が
必
要
と
認
め
た

と
き
と
あ
る
が
、
子
ど
も
会

等
で
利
用
す
る
場
合
は
、
こ

れ
に
該
当
す
る
の
か
。

 

Ａ　

町
・
教
育
委
員
会
主
催

な
ど
公
的
機
関
の
主
催
で
あ

れ
ば
、
減
免
措
置
を
取
り
ま

す
。
子
ど
も
会
に
つ
い
て
も

町
の
機
関
と
い
う
形
に
な
れ

ば
、
減
免
の
対
象
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
個
別
の
場
合

に
つ
い
て
は
、
一
般
と
同
じ

よ
う
な
取
り
扱
い
に
な
る
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
細
部
に

つ
い
て
は
当
然
規
則
で
定
め

て
行
き
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
の
条
例
は
平
成
18
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
大
谷
公
園

は
３
月
い
っ
ぱ
い
に
完
成
す

る
の
か
。

 

Ａ　

４
月
早
々
に
開
園
式

を
組
ん
で
い
る
の
で
、
３
月

末
ま
で
に
終
了
さ
せ
る
よ
う

に
、
指
導
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

施
設
の
維
持
管
理
に
関

す
る
予
算
は
、
ど
こ
で
組
ま

れ
て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

社
会
教
育
課
が
当
初
予

算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

こ
の
協
議
会
の
予
算
も

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

い
っ
た
時
に
こ
の
会
議
を
持

た
れ
る
の
か
。
中
身
は
何
を

話
さ
れ
る
か
。

 

Ａ　

国
民
保
護
法
に
基
づ

き
、
今
回
協
議
会
を
立
ち
上

げ
ま
す
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
や
特
殊
部

隊
等
の
攻
撃
が
あ
っ
た
場
合

に
、
住
民
の
方
を
誘
導
し
た

り
、
避
難
を
し
た
り
、
被
害

が
最
小
限
で
す
む
に
は
ど
の

よ
う
に
対
処
す
れ
ば
い
い
か

を
話
合
い
、
18
年
度
中
に
計

画
を
策
定
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

委
員
の
数
と
構
成
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　

委
員
は
16
人
で
、
町
長
、

助
役
、
教
育
長
、
直
方
署
、

自
衛
隊
、
消
防
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
町
の
職
員
を
考
え
て
い

ま
す
。

 

Ｑ　

委
員
は
16
人
で
あ
る
の

に
、
予
算
で
は
３
人
分
の
費

用
弁
償
し
か
上
が
っ
て
い
な

い
が
な
ぜ
か
。

 

Ａ　

協
議
会
に
は
、
運
輸
、

通
信
、
電
力
の
民
間
会
社
を

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
報
酬
、

費
用
弁
償
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

 

Ｑ　

条
例
中
に
教
育
委
員

会
は
こ
れ
を
指
定
管
理
者
と

読
み
替
え
る
も
の
と
な
る
わ

け
で
す
が
、
管
理
及
び
運
営

に
関
す
る
業
務
の
一
部
を
委

託
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
書

い
て
い
ま
す
。
町
か
ら
指
定

管
理
者
と
し
て
受
け
て
、
体

育
施
設
の
管
理
運
営
を
や
る

と
、
そ
こ
か
ら
ま
た
業
務
の

一
部
を
何
処
か
に
委
託
し
て

も
良
い
と
い
う
形
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

 

Ａ　

基
本
的
に
全
部
委
託
で

な
け
れ
ば
一
部
委
託
は
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ　

一
部
委
託
の
場
合
、
指

定
管
理
者
が
勝
手
に
ど
こ
か

に
任
せ
て
も
い
い
の
か
。

 

Ａ　

指
定
管
理
者
制
度
の
許

可
を
出
す
時
点
で
、
業
務
内

容
も
含
め
て
業
者
の
選
定
を

し
ま
す
の
で
、
そ
の
辺
は
十

分
チ
ェ
ク
を
行
い
ま
す
。

体
育
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

開園した大谷自然公園

国
民
保
護
協
議
会

条
例

都
市
公
園
条
例

体
育
施
設
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
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Ｑ　

人
権
推
進
課
を
な
く

し
、
総
務
課
の
中
に
人
権

推
進
係
を
設
け
、
総
務
人

権
課
と
課
名
を
変
更
し
て
い

る
が
、
総
務
課
の
ま
ま
で
よ

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

今
回
総
務
課
と
人
権
課

を
統
一
し
た
の
は
、
決
し
て

人
権
推
進
課
を
な
く
し
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

基
本
的
に
今
回
の
行
革
の

中
で
、
ど
う
し
て
も
定
員
削

減
と
い
う
の
が
大
名
題
で
し

た
。
課
長
が
今
ま
で
二
つ
の

課
を
一
つ
で
頑
張
る
と
い
う

こ
と
で
、
人
権
課
も
大
事
で

す
し
、
総
務
課
も
大
事
で
す

の
で
名
前
は
残
す
こ
と
と
し

ま
し
た
。

 

Ｑ　

総
務
人
権
課
と
い
う
名

称
の
課
が
、
近
隣
、
福
岡
県

内
で
称
号
し
て
い
る
自
治
体

は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。

 

Ａ　

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。

 

Ｑ　

必
要
な
範
囲
に
お
い
て

職
員
が
関
係
人
に
質
問
を
す

る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
形

に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
う

い
っ
た
質
問
を
想
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

 

Ａ　

車
の
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
の
本
人
の
写
真
が

載
っ
て
い
る
分
で
確
認
し
て

発
行
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
外
の
方
に
つ

い
て
は
本
人
に
申
請
書
を
書

い
て
頂
き
ま
す
。
そ
の
際
に

不
審
な
行
動
が
あ
れ
ば
本
籍

や
住
所
、
ま
た
行
政
区
、
隣

組
合
、
家
族
の
お
名
前
等
を

聞
き
、
本
人
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
し
ま
す
。

 

Ｑ　

申
請
者
が
拒
否
し
た
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

 

Ａ　

印
鑑
証
明
等
の
発
行

は
、
大
事
な
業
務
で
す
の
で
、

拒
否
す
れ
ば
本
人
の
意
思
確

認
が
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
発

行
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 

Ｑ　

国
民
保
護
協
議
会
と
の

関
係
、
ま
た
連
携
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

協
議
会
で
計
画
を
立

て
、
そ
れ
を
忠
実
に
実
行
し

て
行
く
の
が
国
民
保
護
対
策

本
部
と
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

そ
の
辺
は
連
携
を
取
っ
て
行

く
と
い
う
形
に
な
っ
て
来
る

と
思
い
ま
す
。

　

二
つ
の
本
部
が
あ
り
ま
す

が
、
国
民
保
護
対
策
本
部
は

計
画
に
基
づ
い
て
有
事
に
備

え
た
対
策
を
行
い
、
緊
急
対

処
事
態
対
策
本
部
は
有
事
が

起
こ
っ
た
後
、
ど
の
よ
う
な

処
理
を
し
て
い
く
の
か
対
策

を
行
い
ま
す
。

　

協
議
会
と
国
民
保
護
対
策

本
部
と
緊
急
対
処
事
態
対
策

本
部
と
が
連
携
を
取
り
な
が

ら
、
そ
の
事
態
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

 

Ｑ　

委
員
構
成
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

行
政
機
関
が
中
心
に
な

り
、
そ
れ
に
自
衛
隊
、
警
察

等
が
入
っ
て
来
ま
す
の
で
、

基
本
的
に
は
行
政
機
関
の
ウ

エ
ー
ト
が
大
き
く
な
る
の
は

本
部
部
分
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ど
ち
ら
の
本
部
も

構
成
員
は
大
体
同
じ
で
す
。

 

Ｑ　

食
の
自
立
支
援
事
業
の

予
算
が
１
１
２
万
５
千
円
の

減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

 

Ａ　

当
初
年
間
１
１
５

人
の
利
用
者
を
見
込
ん
で

４
６
４
万
６
千
円
を
計
上

し
て
い
ま
し
た
が
、
利
用

者
の
急
死
、
病
気
等
の
理
由

に
よ
り
、
年
間
平
均
で
８
４

人
と
な
っ
た
た
め
、
今
回

１
１
２
万
５
千
円
を
減
額
し

ま
し
た
。

 

Ｑ　

食
の
自
立
支
援
事
業
の

予
算
が
利
用
者
が
少
な
い
と

い
う
理
由
で
減
額
さ
れ
て
い

る
が
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
含
め
る
な
ど
、
認
定
の

枠
を
広
げ
た
ら
ど
う
か
。

 

Ａ　

国
庫
補
助
金
を
受
け
て

の
事
業
で
す
か
ら
、
そ
の
指

導
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

 

Ｑ　

介
護
保
険
の
広
域
連
合

負
担
金
が
１
５
０
０
万
円
の

減
額
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
。

 

Ａ　

平
成
16
年
度
決
算
に

伴
う
負
担
金
の
精
算
と
し

て
７
０
７
万
９
千
円
の
減

額
の
分
と
、
要
介
護
認
定

経
費
及
び
介
護
給
付
経
費

に
対
す
る
負
担
金
と
し
て

８
９
７
万
２
千
円
の
減
額
が

主
な
理
由
で
す
。

 

Ｑ　

小
・
中
学
校
管
理
費
の

工
事
請
負
費
の
中
身
に
つ
い

て
説
明
し
て
欲
し
い
。

 

Ａ　

工
事
費
の
内
容
に
つ
い

て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去

の
工
事
費
で
す
。

　

工
事
箇
所
は
、
鞍
手
北
中

学
校
の
校
長
室
、
階
段
の
踊

り
場
。
古
月
小
学
校
は
音
楽

室
と
機
械
室
で
す
。

鞍手北中学校の階段

課
室
設
置
条
例

印
鑑
条
例

国
民
保
護
対
策
本
部

及
び
緊
急
対
処
事
態

対
策
本
部
条
例

平
成
17
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
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ま
し
た
が
、
こ
れ
が
年
々
減

額
に
な
っ
て
い
る
の
は
ど
う

し
て
か
。

 

Ａ　

５
ヶ
年
計
画
分
に
つ

い
て
何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
減
っ
て
い
る
の
は
、
学

級
数
の
減
少
に
伴
う
配
分
が

減
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

 

Ｑ　

全
部
の
図
書
室
を
見
た

限
り
で
は
充
実
し
て
い
る
と

は
思
え
な
か
っ
た
。
単
に
学

級
数
が
減
っ
た
か
ら
と
い
う

こ
と
で
減
額
さ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
図
書

を
充
実
す
る
と
い
う
こ
と
か

ら
す
れ
ば
主
旨
が
違
っ
て
い

る
の
で
は
。

 

Ａ　

交
付
金
の
計
算
基
礎
に

則
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、

図
書
の
充
実
の
調
査
を
し
ま

し
て
、
学
校
現
場
と
話
し
合

い
を
し
て
対
処
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

Ｑ　

保
育
所
、
幼
稚
園
就

園
奨
励
補
助
金
は
幼
稚
園
の

場
合
は
近
隣
と
か
な
り
の
格

差
が
あ
る
よ
う
な
気
が
す
る

が
、
把
握
し
て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

宮
若
市
、
小
竹
町
は
就

園
奨
励
金
制
度
を
と
っ
て
い

ま
す
が
、
当
町
は
、
独
自
の

学
用
品
補
助
制
度
を
と
っ
て

い
ま
す
。
 

Ｑ　

地
方
譲
与
税
、
所
得
譲

 

Ｑ　

住
宅
地
区
改
良
事
業
費

の
中
の
補
償
費
２
７
０
０
万

円
の
中
身
は
。

 

Ａ　

周
辺
地
域
の
家
屋
の
補

償
費
で
す
。

 

Ｑ　

筑
豊
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
負
担
金

の
２
億
円
の
中
身
は
。

 

Ａ　

18
年
度
、
県
が
４
億
円

の
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、

町
は
そ
の
２
分
の
１
の
負
担

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の

で
２
億
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

 

Ｑ　

２
億
円
は
す
べ
て
町
単

費
な
の
か
。

 

Ａ　

財
団
法
人
福
岡
県
産
炭

地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
の
助
成

金
も
あ
り
、25
％
程
度
（
１
億

円
）
が
町
の
負
担
と
な
り
ま

す
。

 

Ｑ　

小
・
中
学
校
の
図
書
費

は
、
５
ヶ
年
計
画
で
図
書
の

充
実
を
目
的
に
増
額
し
て
い

与
税
は
前
年
度
に
比
べ
て
約

倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

理
由
は
。

 

Ａ　

三
位
一
体
改
革
に
よ

り
、
補
助
金
、
負
担
金
が
減

り
、
税
源
移
譲
さ
れ
た
た
め

で
す
。

 

Ｑ　

大
谷
自
然
公
園
施
設
使

用
料
14
万
４
千
円
、
本
年
度

の
利
用
を
ど
の
よ
う
に
見
込

ん
で
い
る
の
か
。

 

Ａ　

宿
泊
施
設
、
日
帰
り

を
含
め
て
７
月
か
ら
９
月

の
３
ヶ
月
に
限
っ
て
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
が
８
棟
建
っ
て

い
ま
す
。
但
し
研
修
棟
と
バ

ン
ガ
ロ
ー
が
２
千
円
、
１
千

円
と
い
う
こ
と
で
１
日
当

た
り
３
千
円
と
し
て
、
半

分
の
４
棟
×
月
４
週
使
用
し

て
、
３
ヶ
月
と
い
う
こ
と
で

計
上
し
て
い
ま
す
。

 
Ｑ　

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付

金
が
増
え
た
理
由
は
。

 

Ａ　

15
年
度
、
16
年
度
と

少
し
落
ち
込
ん
で
い
ま
し
た

が
、
17
年
度
に
つ
い
て
は
人

数
が
復
活
し
て
き
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

 

Ｑ　

同
和
事
業
に
つ
い
て
、

人
権
同
和
教
育
研
究
協
議
会

補
助
金
１
６
０
万
円
、
部

落
解
放
活
動
団
体
補
助
金

１
８
８
万
円
と
、
多
額
の
補

助
金
を
出
す
こ
と
が
部
落
の

自
立
を
失
い
、
援
助
し
て
い

る
形
に
な
り
ま
す
の
で
止
め

て
欲
し
い
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

Ａ　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、

第
４
次
行
革
推
進
プ
ラ
ン
の

中
で
見
直
し
て
欲
し
い
と
い

う
要
請
も
あ
る
の
で
、
18
年

度
中
に
逐
次
そ
の
形
で
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

 

Ｑ　

国
の
法
律
が
３
年
前
に

切
れ
、
隣
保
館
も
普
通
の
公

民
館
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
、
管
理
人

を
置
く
必
要
は
な
く
、
自
治

区
の
形
で
運
用
さ
れ
れ
ば
い

い
の
で
は
な
い
か
。

 

Ａ　

隣
保
館
事
業
は
、
特
別

対
策
か
ら
一
般
対
策
に
な
っ

た
と
し
て
も
差
別
が
あ
る
以

上
は
粛
々
と
や
っ
て
行
き
ま

す
。

 

Ｑ　

保
険
税
の
歳
入
が

３
５
５
７
万
円
増
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
理
由
は
。

 

Ａ　

最
高
の
分
は
53
万
円
と

国
の
法
律
で
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
最
低
の
分
は
今
回
所
得

が
な
い
場
合
で
均
等
割
が
家

族
の
人
数
分
に
応
じ
て
、
平

等
割
は
世
帯
当
た
り
で
い
き

ま
す
。
あ
と
は
家
族
構
成
で

ま
ち
ま
ち
で
す
。

 

Ｑ　

医
療
費
分
析
委
託
料
と

い
う
こ
と
で
２
３
０
万
３
千

円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
中
身
は
。

 

Ａ　

業
者
に
レ
セ
プ
ト
の

点
検
業
務
を
す
る
委
託
料
で

す
。

 

Ｑ　

保
険
料
が
上
が
れ
ば

未
納
者
が
増
え
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
前
年
度
並
み
の
徴

収
率
を
見
込
ま
れ
て
い
る
の

か
。

 

Ａ　

前
年
度
と
同
様
の
93
％

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
一
般
会

計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業

会
計
予
算

剣南小学校の図書室
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い
て
は
何
を
一
番
望
ま
れ
る

の
か
、
こ
れ
か
ら
の
指
針
の

一
つ
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
町
長
の
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

町 

長

　
　
　

私
は
今
ま
で
の
こ

と
を
総
括
し
て
感
じ
る
と
す

る
な
ら
ば
１
つ
は
感
佩
。
こ

の
感
佩
と
い
う
言
葉
は
深
く

心
に
感
じ
忘
れ
る
こ
と
の
出

来
な
い
も
の
が
あ
る
。

　

２
点
目
は
歓
悦
で
す
ね
。

こ
れ
は
字
の
ご
と
し
心
に
感

じ
て
喜
ぶ
こ
と
も
あ
る
と
い

う
こ
と
。

　

も
う
１
つ
は
感
傷
。
こ
れ

も
字
の
ご

と
し
、
感

じ

て

心

を
痛
め
る

と
い
う
こ

と
。
そ
う

い
う
も
の

が
12
年
間

町
政
を
し

な
が
ら
今

日
に
な
っ

た
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
を

乗
り
越
え

て
こ
ら
れ

た
の
も
議

員
の
皆
さ
ん
の
力
添
え
と
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

　

更
に
は
職
員
も
一
緒
に
汗

を
か
い
て
や
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

選
挙
に
出
る
と
き
に
は
当

然
自
ら
の
政
策
と
い
い
ま
す

か
、
政
治
理
念
と
い
う
も

の
を
持
っ
て
出
ま
す
。
一
期

あ
り
二
期
あ
り
三
期
と
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
公
約
を

申
し
上
げ
て
来
ま
し
た
。
全

て
と
は
申
し
ま
せ
ん
が
、
ほ

ぼ
目
的
達
成
か
或
い
は
路
線

を
引
く
こ
と
が
出
来
た
な
と

い
う
思
い
が
い
た
し
て
い
ま

す
。

　

新
し
く
町
長
に
な
ら
れ
る

方
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り

の
政
治
理
念
と
い
う
も
の

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
政
治

理
念
と
い
う
も
の
は
自
ら
が

考
え
る
最
高
の
も
の
を
持
っ

て
、
そ
れ
に
当
た
る
と
い
う

こ
と
が
政
治
理
念
と
私
は
理

解
し
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う

方
向
で
ど
の
よ
う
に
さ
れ
る

か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
考

え
の
基
本
は
住
民
の
自
治
、

幸
せ
、
町
の
活
性
と
い
う
と

こ
ろ
が
基
本
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

町
長
　
感か
ん
ぱ
い佩
、
歓か
ん
え
つ悦
、
感
か
ん
し
ょ
う傷

質 
問

　
　
　

篠
原
町
長
は
平

成
６
年
４
月
に
初
当
選
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
時
は
町
政
が

大
変
混
乱
し
て
お
り
、
鞍
手

町
政
50
年
の
歴
史
の
中
で
も

非
常
に
暗
い
事
件
を
受
け
て

の
厳
し
い
船
出
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、
町
長
は

持
ち
前
の
粘
り
強
さ
と
堅
実

さ
で
速
や
か
に
混
乱
を
収
拾

し
、
そ
の
後
は
バ
ブ
ル
の
崩

壊
に
よ
る
景
気
の
低
迷
や
地

方
分
権
の
推
進
、
三
位
一
体

の
改
革
な
ど
、
政
治
経
済
が

激
変
す
る
激
動
の
時
代
に

あ
っ
て
、
清
潔
で
実
直
な
町

長
の
性
格
そ
の
ま
ま
に
安
定

し
た
町
政
を
進
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
町
長
に
な
ら
れ

て
か
ら
の
12
年
間
を
振
り
返

り
、
町
長
に
と
っ
て
は
ど

の
よ
う
な
12
年
間
だ
っ
た
の

か
、
ま
た
今
後
の
町
政
に
つ

議員の質問に答弁する篠原町長

岡
﨑　

邦
博
議
員

知りたいこと
望むこと

３人の議員が一般質問

知りたいこと
望むこと

３人の議員が一般質問
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質 

問

　
　
　

現
在
70
歳
以
上
の

１
人
暮
ら
し
の
方
は
１
１
６

０
人
お
ら
れ
、
安
否
確
認
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
配
食
サ
ー

ビ
ス
は
週
１
回
の
約
80
食

で
、
食
の
自
立
も
火
・
木
（
夕

食
）
で
、
や
は
り
80
食
前
後

で
す
。
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
１
回
に
３
０
０
食
作
れ
る

施
設
で
す
。
何
の
た
め
に
作

ら
れ
た
施
設
な
の
で
し
ょ
う

か
。

町 

長

　
　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス

の
目
的
は
、
町
内
に
居
住
す

る
独
居
老
人
及
び
高
齢
者
所

帯
並
び
に
寝
た
き
り
状
態
に

あ
る
高
齢
者
の
た
め
に
実
施

し
、
併
せ
て
安
否
確
認
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
福
祉
、

在
宅
福
祉
の
推
進
を
図
る
こ

と
で
す
。

質 

問

　
　
　

町
の
基
準
で
は
、

65
歳
以
上
と
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
70
歳
以
上
に

絞
っ
て
も
、
現
在
安
否
確
認

を
必
要
と
し
て
い
る
人
が
１

１
６
０
人
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
わ
ず
か
１
６
０
人
、
た
っ

た
週
１
回
の
訪
問
を
受
け
て

い
る
の
み
で
す
。

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

１
回
に
３
０
０
食
作
れ
る
設

計
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
火

曜
日
と
木
曜
日
に
80
食
作
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
な
ぜ

も
っ
と
活
用
し
な
い
の
か
。

町 

長

　
　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
共

同
募
金
で
行
っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
多
く
の
人
が
利
用
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

財
源
手
当
て
が
難
し
い
。
そ

れ
に
、
買
い
物
に
行
っ
た
り
、

調
理
を
す
る
こ
と
も
高
齢
者

の
健
康
管
理
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
国
の
補
助
金
に
関
わ

る
指
導
基
準
も
そ
う
な
っ
て

い
ま
す
。
安
否
確
認
に
つ
い

て
は
、
民
生
委
員
や
老
人
会

に
も
っ
と
お
願
い
し
た
い
。

質 

問

　
　
　

篠
原
町
長
は
、
三

期
12
年
町
政
の
推
進
に
当
た

り
、
堅
実
で
着
実
な
行
財
政

運
営
を
さ
れ
て
き
た
と
高
く

評
価
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
１
年
半

前
か
ら
の
町
村
合
併
問
題
が

成
立
せ
ず
、
人
口
も
減
少

し
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
い

う
意
味
で
は
、
元
気
が
な
く

な
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

町
長
は
、
何
を
託
さ
れ
て

引
退
さ
れ
る
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

町 

長

　
　
　

こ
れ
か
ら
の
町
政

は
、
現
実
的
に
は
厳
し
い
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
と
思
い

ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
行
財
政
改
革

の
答
申
を
頂
き
、
そ
の
報

告
を
し
ま
し
た
が
、
当
町
の

現
状
の
厳
し
さ
と
い
う
中
か

ら
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ま
ず

始
め
に
、
行
財
政
改
革
を
町

民
あ
げ
て
実
行
し
、
そ
の
中

か
ら
き
ち
っ
と
し
た
財
源
手

当
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

こ
れ
が
第
一
で
あ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

　

二
点
目
に
つ
い
て
は
、
町

の
活
性
化
を
図
る
た
め
都
市

基
盤
の
整
備
が
大
切
な
こ
と

に
な
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
、

遠
賀
川
架
橋
、
下
水
道
の
整

備
な
ど
は
町
の
将
来
に
お
け

る
大
き
な
財
産
に
な
る
と
感

じ
、
活
性
化
に
向
け
て
是
非

取
り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

後
任
の
方
に
つ
い
て
も
、

第
４
次
総
合
計
画
に
つ
い

て
、
議
員
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
作
業
さ
れ
、
こ
う
い
う
主

旨
を
活
か
し
て
頂
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

質 

問

　
　
　

人
口
の
歯
止
め
に

つ
い
て
は
、
ど
ん
な
対
策
が

あ
り
ま
す
か
。

町 

長

　
　
　

人
口
減
少
は
そ
の

大
き
な
要
因
と
し
て
、
少
子

高
齢
化
社
会
と
い
う
こ
と
で

あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
も
や
は
り
、
都
市

基
盤
の
整
備
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
環
境
づ
く
り
が
大
切

で
、
道
路
、
下
水
道
、
そ
れ

か
ら
ト
ヨ
タ
の
増
産
体
制
に

伴
う
関
連
企
業
の
誘
致
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
、
物
流
か
ら
、

住
宅
か
ら
、
そ
う
い
う
も
の

を
活
か
す
工
夫
と
い
う
も
の

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

後
は
皆
さ
ん
の
力
で
、
第

４
次
総
合
計
画
を
き
ち
ん
と

対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

松
本　

典
子
議
員

配食を楽しみに待つお年寄り

　町長－財源手当が難しい

配食サービスのさらなる
充実を望む

福
本　

博
文
議
員

人
口
の
歯
止
め
に
必

要
な
対
策
は

次
期
町
政
に
託
す
こ
と
は

町
長
　
行
財
政
改
革
を
町
民
あ
げ
て
実
行
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臨　時　会
　平成１８年第３回臨時会が４月１４日に開

催され、議長選挙をはじめ、税条例などの

専決処分の承認および特定地域開発就労事

業の請負契約の締結など５議案を審議し、

いずれも承認・同意しました。

新
議
長
に
川
野
高
實
氏

　

平
成
18
年
２
月
24
日
、

柴
田
好
輝
前
議
長
が
町
長

選
出
馬
の
た
め
、
辞
職
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
本
臨
時

会
に
お
い
て
議
長
選
挙
が

行
わ
れ
、
川
野
高
實
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

　
　
　

ご
挨
拶

　

前
議
長
の
町
長
選
出
馬
に
伴
う
辞
職
に
よ
り
、
今
回

議
員
各
位
の
ご
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に

つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
は
、
市
町
村
合
併
に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
合

併
に
至
ら
ず
、
単
独
で
の
行
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
お

り
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
本
町
の
発
展
と
町
民
福

祉
の
推
進
に
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

川野高實氏（６０歳）

住所　新北２４５５番地１

当選回数　　２回

久く

保ぼ

田た

正ま
さ

之ゆ
き　

議
員

①
年
齢　

64
歳

②
住
所

　
　
　

中
山
６
２
４
番
地
３

③
職
業　

農
業

④
党
派　

無
所
属

⑤
所
属
委
員
会　

総
務
委
員
会

⑥
抱
負

　

私
は
、
調
和
の
と
れ
た
町

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

地
域
を
活
か
し
た
産
業
基

盤
の
整
備
を
行
な
い
、
若
い

勤
労
者
が
育
つ
環
境
作
り
に

励
み
ま
す
。

　

（
仮
称
）
筑
豊
イ
ン
タ
ー

事
業
が
促
進
さ
れ
る
と
並
行

し
て
周
辺
の
環
境
を
配
慮
し

た
整
備
を
行
い
、
町
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
よ
う
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
再
建
に
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

２人の議員が当選

田た

中な
か

二ふ

三み

輝き
　

議
員

①
年
齢　

45
歳

②
住
所中

山
３
３
０
０
番
地
３

③
職
業

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

④
党
派　

無
所
属

⑤
所
属
委
員
会　

民
教
委
員
会

⑥
抱
負

　

夢
が
輝
く
活
力
あ
る
鞍
手

町
の
将
来
に
本
気
で
取
り
組

み
ま
す
。

　

教
育
環
境
を
整
備
し
、
学

童
保
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

福
祉
の
向
上
に
よ
る
人
に

優
し
い
町
づ
く
り
を
実
現
さ

せ
ま
す
。

　

農
業
の
振
興
と
基
盤
の
強

化
に
努
力
し
ま
す
。

　

市
町
村
合
併
は
、
様
々
な

方
策
を
検
討
し
、
最
大
限
の

努
力
を
い
た
し
ま
す
。

　４月９日に施行された町長及び町議会議員補欠選挙で２人の議員が
当選されましたので、ご紹介します。
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国から地方への税源移譲により、

私たちの税金が変わります

○　

国
か
ら
地
方
へ
、
所
得

税
か
ら
個
人
住
民
税
へ
税
源

移
譲
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、

所
得
税
の
税
率
を
段
階
的
に

変
更
、
併
せ
て
個
人
住
民
税

の
税
率
を
一
律
10
％
に
変
更

さ
れ
ま
す
。

○　

所
得
税
及
び
個
人
住
民

税
の
定
率
減
税
が
廃
止
さ
れ

ま
す
。 個

人
住
民
税

現　行 改　正
課税所得 税率 課税所得 税率

330 万円以下 １０％  195 万円以下 ５％

330 万円～ 900 万円 ２０％  195 万円～ 330 万円 １０％

900 万円～ 1800 万円 ３０％  330 万円～ 695 万円 ２０％

1800 万円超 ３７％  695 万円～ 900 万円 ２３％

 900 万円～ 1800 万円 ３３％

 1800 万円超 ４０％

○所得税の税率

現　　　行 改　　正

町民税 県民税 町民税 県民税

課税所得 税率 課税所得 税率 課税所得 税率 課税所得 税率

200 万円以下 　５％ 700 万円以下 　２％

一律 ６％ 一律 ４％700 万円以下 １０％ 700 万円以上 　３％

700 万円超　 １３％

○町県民税の税率

例　単身者の場合

給与収入
住　民　税 所　得　税

本人負担の増減
改正前 改正後 改正前 改正後

2,000,000 円 34,500 円 66,500 円 64,000 円 32,000 円 0 円

4,000,000 円 96,500 円 190,500 円 188,000 円 94,000 円 0 円

6,000,000 円 233,000 円 330,500 円 328,000 円 230,500 円 0 円

8,000,000 円 387,000 円 484,500 円 634,000 円 536,500 円 0 円

10,000,000 円 553,000 円 650,500 円 966,000 円 868,500 円 0 円

○
３
０
０
㎡
の
宅
地
の
場
合
、

商
業
地
で
は
３
３
６
０
円
、
住

宅
地
で
は
６
６
０
円
の
増
額
と

な
り
ま
す
。

○
た
ば
こ
１
本
あ
た
り
１
円
程

度
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

○
国
保
税
の
減
額
を
判
定
す
る

所
得
額
か
ら
現
行
の
15
万
円
控

除
に
平
成
18
年
度
で
は
13
万
円

平
成
19
年
度
で
は
７
万
円
を
加

算
し
て
控
除
し
ま
す
。

○
国
保
税
負
担
が
増
額
す
る
65

歳
以
上
の
方
に
配
慮
し
、
平
成

18
年
度
は
13
万
円
、
19
年
度
は

７
万
円
控
除
し
ま
す
。

特
定
地
域
開
発
就
労
事
業

中
山
線
道
路
改
良
工
事
（
１
工
区
）

　

契
約
相
手
方

　
　

新
延
２
６
０
３
番
地
１

　
　

大
山
土
木 

㈱

　

契
約
金
額

　
　

７
４
４
９
万
７
５
０
０
円

中
山
線
道
路
改
良
工
事
（
２
工
区
）

　

契
約
相
手
方

　
　

小
牧
２
０
７
４
番
地

　
　

福
山
総
合
建
設 

㈱

　

契
約
金
額

　
　

６
６
５
７
万
円

請
負
契
約
の
締
結

　

平
成
18
年
度
か
ら
介
護
予
防

事
業
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
鞍
寿
の
里
で
も
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
費
用
を

徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

固
定
資
産
税

 

た
ば
こ
税

町税条例の改正

（賛成１４、反対２で承認）

（
全
員
賛
成
で
同
意
）

（
賛
成
１３
、
反
対
３
で
承
認
）

（
全
員
賛
成
で
承
認
）

鞍
寿
の
里
の
使
用
料

及
び
手
数
料
の
条
例

を
改
正

老
齢
年
金
控
除
廃
止

等
に
伴
う
経
過
措
置
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子どもの安全対策は 学童保育所の新設を

中央公民館敷地内の学童保育所

総合福祉センター敷地内の学童保育所

　現在、当町には学童保育所が１箇所しかないが、

新設計画はどうなっているのか。

　また、夏休み期間中だけでも別途開設できない

か。

　( 平成１６年６月定例会 )

　２箇所に学童保育所が完成し、いずれの施設も

多くの子どもたちが通い、子どもたちの元気な声

があふれています。

　剣南小学校区は、中央公民館敷地内に、西川地

区３校と古月小学校区は、総合福祉センター敷地

内に平成１７年４月開設の予定です。

　夏休み期間中の開設については、財政上厳しい

ので１年待っていただきたい。

　小・中学校危機管理マニュアルを作成し、校内

巡回および学期毎に１回の避難・防犯訓練を実施

しています。

　不審者や学校への侵入者に対する安全対策はど

うなっているのか。

( 平成１７年３月定例会 )

　各学校に「さすまた」を購入し、各教室には防

犯ブザーを設置しています。

　さらには、警察と連携して、日常的なパトロー

ルや教員による校舎内外の巡視もおこなっていま

す。これからは地域の方の協力を得た活動も考え

て行きます。

全小・中学校に配備された「さすまた」

町長答弁

現在は

教育長答弁

現在は

追　跡
どうなったあの質問
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春
風
と
共
に
花
香
る
季
節
、
新
し
い
町

長
・
議
員
も
誕
生
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆

様
も
町
政
に
新
し
い
風
が
吹
く
こ
と
を
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
思
い
ま
す
。

　

大
き
な
声
を
出
す
人
が
巾
を
き
か
せ
る
町

よ
り
、
弱
者
、
障
害
者
の
人
た
ち
が
一
緒
に

暮
ら
せ
る
優
し
い
町
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

　

そ
し
て
、
職
員
、
議
員
、
住
民
の
皆
さ

ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
の
違
う
場
所
で
、

自
分
達
の
仕
事
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が

大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

私
た
ち
編
集
委
員
会
も
又
新
し
い
気
持

ち
で
議
会
の
情
報
を
伝
え
、
お
知
ら
せ
出

来
る
よ
う
に
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

（
松 

本 

典 

子
）

　

 
議
会
を
傍
聴
し
て

ち
ょ
っ
と
一
言

　

私
は
、
何
度
か
機
会
あ
る
た
び
に
、
傍

聴
の
席
に
つ
き
ま
し
た
。

議
会
と
行
政
は
車
の
両
輪
と
よ
く
言
わ
れ

ま
す
。

　

執
行
機
関
と
チ
ェ
ッ
ク
（
照
合
・
確
認
）

機
関
で
あ
る
と
は
い
え
、
い
ず
れ
も
町
民

か
ら
信
頼
さ
れ
選
ば
れ
、
そ
し
て
共
に
代

表
者
で
も
あ
り
ま
す
。

　

国
は
改
革
・
改
革
で
グ
ン
グ
ン
施
策
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

　

当
町
で
も
、
行
財
政
改
革
は
避
け
て
通

れ
ぬ
と
し
て
、
そ
の
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
町
民
の
知
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

次
の
議
会
で
は
新
議
員
、
議
長
さ
ん
も

決
ま
り
、
さ
ら
に
新
町
長
に
よ
る
鞍
手
町

の
運
営
舵
取
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

両
輪
は
常
に
真
摯
な
取
り
組
み
を
も
っ

て
、
町
民
と
一
体
に
な
っ
て
健
全
な
力
強
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
木
月
区　

宮 

崎 

実 

男
さ
ん
）

　受付は、当日議会事務局で行

います。

　不明な点は、お尋ねください。

次回は６月議会です。

発
行
責
任
者　
　

　

議
会
議
長　

川
野　

高
實

編
集
ス
タ
ッ
フ

　

委　

員　

長　

宇
田
川　

亮

　

副
委
員
長　

香
原　
　

暹

　

委　
　

員　

松
本　

典
子

　

委　
　

員　

岡
﨑　

邦
博

　

委　
　

員　

織
田
三
千
雄

　

委　
　

員　

毛
利　
　

喬

　　　鞍手北少年サッカークラブ
　

　鞍手町内の小学生を対象にしたサッカークラブです。現在、

２３名（男子２０名、女子３名）と少ない部員ですが、全日本予選に

むけて頑張っています。

　写真は、直方ライオンズクラブカップ（４月１５､１６日）での試

合の様子です。成績は２勝３敗１分で敢闘賞をもらいました。

　随時、部員を募集しています。

【連絡先】　福本孝文　４２-６２１０／宇田川亮　４２-８０７８

表紙の

紹　介

議会事務局　４２-２１１１（内線３３１）

議会を
傍聴しませんか

編

後

集

記




